
第 5装  り んご腐られ病に対する塗布剤の効果 ((青 挨畑閥試 )

処 理 当 年 1 )  処 理 翌 年 2 )

供 試 楽 剤
供試数  再 発病率  供 試教  再 発病率

トツプ ジンM ( E D 8 )    1 2    0 . 0    1 2    8 . 〕

パ ル ヨ ー ト  1 2  8 , 3  9  1 0 9 , 0

無      塗      布       6      0 ,  0       4    1 0 0 ,  0

(注 )処 理年月日 : 昭 和 47年 づ丹〕卜'日
ヤ

供 試 品 種 : ス ターキングデ ジシヤス、ネ11玉

4浮 当年 1): 昭 和 47年 9月 9珂 調査

処理翌年2): 昭 和 48年 4月 ～ 8月 調査

(付 )薬 刺の成分と特性

1)種  類   チ オフアネートメチル塗布剤

2)成  分   1、 2-ピ ネ(3-メ トキシカルボネルー2-4-オ ウレイ ド)

ベンゼン ・……………・・・・・・・・・・・・・・・・。1・..….…・・・・・・・・・・・・ ユ 0拷

酢般ビニール樹脂、色素、水など……・……………970%

3)性  状   縄 賛色粘  懸 濁 液でヽ塗布することtこより、耐雨性の床謹校

膜をつくる。

4)登  録   り んご腐らん病傷口のゆ合促進に、希市ミ倍数、原液で財定8寺お

よが病患部削り取り直後、塗布することで登録されている。

5)毒  性   普 通物、魚毒性Aで 、毒雄は低い。

6)特  性   ト ツブジンMベ ーストを9ん ご腐らん病の治療削として試験し

た結来、きわめてすぐれに防除効衆を示したので、瑠らん病つ塗      ヽ

布剤として、実用性は高い。

2.モ モ シ ン クイ ガ に対 す る地表 散 布防隊 法

1 背 景 と特 徴    |

果樹園における果実善虫、モモシンクイガは数年来覇増状況にあり、地域によっては

著しい被害を生 じている。この防除は産卵防止、穀卵、被善果処理に重点がおかれてい

るが、十分な効果が博られていない。従って、従来盲点となっていた地表中生活時代の

防除について検討を進め、有枝擁剤の地表敷布によって発生密度の低蔵可能性を見出し
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たことか らこの方法を奨励事項 とした。

2 技  術  内  容

対象作 ロ  リ ンゴ

対象善虫  モ モシンクイガ幼虫多発園 (被害果 2～ 3%以 上 )

使用薬剤  ダ イアシノン粒剤

使用時期  6月 上旬、7月 下旬 2回

散 布 量  1 0 a 4 ～ 5 : 移

3 普 及上の留意点

1)ダ イアジノン粒剤の性状

種 名   ダ イブジノン〕%粒 剤

.化 学名  (2-イ ンプロビル 4-メ チル ピ冴ミジルー6-)

ジエチルテオホスフェート 3%

毒 性   急 性経口毒性  マ ウス L〔 )-50/2/ウ  85-195

経 皮 毒 性  モルモツ ト    6 , 2 5

魚  毒  性   コ イ (TLm)3.2 ppm Bラ ンク

果実残留値  リ  ン  ゴ 6,4回  平 均lB~0_001ppm

( ゴ ール ) 6 【夕6 回   ″  0 . 0 0 1  ″

( 縦  玉 ) 5 争 3 回   ″  0 . 0 0 1 ″

土 壌 残 留  沖 積埴姓 処理 3 日後  1 . 2 0  p p l n

1 4 日後  0 . 3 7 4  ″

推定半蔵期約6日 (農研資料)    /

2)散  布  法

(1) モヽモシンクイガの密度低下を目的とし.樹上数布、被害果処理など慣行によっ

て実施する。

e)散 粒器を用しヽて散布

(3)発 生個所の樹冠 F全面にむらのないよう散布する。また草生園では草XJり前に

行う。

f4)散 布の際は、マスク、手袋など防備 して危害のないよう取扱い、終了後は体の

洗浄も行う。

傷〕広域利用の場合など、河川への流入など注意する。

0 多 回数使用は慎み、年 2回にとどめる。

一石‐



4 試 験成 績の概要

(1)試 験課題名

果樹主要害虫の生態と防除

10種 の地上散布削についてめ殺虫効果でFま、100%が 得 られた。

参考資料

frk田来までの 2回 から4回 の施用による効業検討ではいずれも無散布被善 20%前

後に対 し、5拷 以 F,ことどめたっ

5 主 要成果の具体的デニター

岩手県園芸試験場                    _     … …

試験方法

果美脱出幼虫防除試験

場  所   場 肉実験章

供試薬刺  10駐 の微粒剤又は粉刊

処理月日  9月 2月

処理容揺   1/55′ ガのポツ ト使用

処理方法  容 器に畑土を入れ、自然状態、こ近い状態に保ら、所定童の薬剤を毛筆

‐  を 本J用して均―に表mに 教布し、当日の脱出幼虫を投入

調奄方法  処 難夜 24時 1胡換と48時 間の2回 に地表面予ピ虫幼虫数調査、その後

の発蝦数、10日 後における冬マユ形成教土中での電虫数について調

査
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10a

当処
r上量

供試

虫数

2 1時

篠 面
'ビ 虫

４８雌
映
冬マュ如激

土中
〕は」R
' 数

蛾

数

発 表面十
土 中
夕[蛾

同

　

拷 帥争帥チ・
)・チ

下
非シ!粒twl

ガ ー ドサ イ ド ″

カ ス ホ ス ″ 、

ト ク チ オ ン ″

ダイアジノン ″

ラ ン 不 ― 卜 ″`

パ  タ  ン 粉

トクチオ ン徴末

1 6 :ψ

6

6

6

6

6

6

6

6‐

4

2 0

2 0

2 0

2 0

′2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

０

０

５

０

０

０

７

６

１

０

1

1 6

1

15

16

0

2

6

1 1

2 0

1 3

3

14

5

3

19

9

8

8

0

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

1 9

3

1 9

5

4

20

18

14

9

0

9勇 0

1見 0

9 , 0

2 勇0

20.0

100.0

90. 0

70.0

40.0

0

五 〇

8 ' 0

曳 0

7曳 0

8 0 . 0

0

10, 0

3 0 . 0

6 0 . 0

1 0 0 . 0

無  処   理 20 0 0 2 0 0 0 0 0 100.0
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モモシンクイガの果実脱it直後の幼虫を各種地表故布薬剤処理面への投入による 防除効

果,まつぎのようであった。

① 表 面で多く死虫の見られた薬剤には、ランネート、サリチオン、ダウヨ徴粒があった。

② 土 中に健入し、冬マユを形電せずに死虫となって多く見られた案剤には、ダイアジノ

ン>カ ルホス>サ リチオン>ラ ンネート微粒剤の順に見られ、また、ダウヨ微粒剤、パ

ダン粉剤も多い傾向にあらた,             t・   、

③ 発 明に至った薬剤区で,まガードサイド微粒剤があったが少なかったの‐

総体的に発蛾と冬マユ形成による生存率の低かった楽剤に'☆ダイアジノン>サ リチォ  す、

ンtすカル本ス微粒部|があげられ、またランネート、ダウヨ微粒剤区の生存率も低い傾向

にあっ毛。

(参考資料 )

防除試験     秋 田黒果樹試験場

薬剤名 ・施用量
樹 L

散 布
区

地 表 実 施 月 日 被 書 果 率 ( の

5  1 0  1 '  2 0的
l a 2 5 1 7 的 1 7 2 5 1 帥

ダ イ ア ジ ノ

粒 削 9 %

( 夢〔夕/ 1 0 a )

N

6. 21

Ｄ

７

　

　

Ｓ
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○  ○

O  O   O

O  O  O ・ 〇

〇  〇      〇   〇

錮
鉢
訂
撤

サ リ チ 九 ン

微粒剤 3拷

( 5 式夕/ 1 0 a )

1

2

3

4

○  ○

O  O   O

O   O   O   O

①  O      O   の

対 照

エルサン微粒剤
一F 3 %

( ' t 均/ 1 0 a )

１

　

　

２ Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

対 照

( 注)
'1・
匿20a           l樹 100果 調査 5樹

殺虫剤

N: ND水 和剤 X1000    D: ダ ィァシノン水和剤 X1000

S: ス ミチオン末和剤 X800 Sa: サ リチォンよ和削X1000
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